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Ｎｏ．１３８号（２０１７年９月） 

会員活動状況  

６月 ７月 ８月 

時間預託（時間） ７４ ６７ ７５ 

奉仕活動（時間） ２８ ２ ５４ 

会員交流（件数・参加人数） ４件・２１名 ２件・１１名 ４件・２５名 

 8月12日（土）〈於〉武蔵小杉の市民活動センターで、運営委員

会終了後、表題の懇談会を開催しました。会員の2割が80歳代、ま

だまだ元気で、ボランテイア活動に参加し、アクテイブライフを続

けようと、石川代表からご挨拶あり、懇談のあと、会場を近くの

「精養軒」に移り、11名で会食と懇談をおこないました。ナルクの

趣旨であり、生涯現役の想いで、自立し、出来る事で参加する事が

大事ですね。 

 

 

「みやうち秋まつりの支援」募集 
 特養施設「みやうち」は、従来は夏の納涼祭のお手伝いでしたが、昨年から秋祭りの支援です。 

 日時：10月1日（日）午後1時現地集合です。募集は5名～7名です。参加希望者は山田まで。 

 恒例になっています老健施設「ウエルケア新吉田の納涼祭」が8月

20日（日）午後に開催されました。施設のご利用者は浴衣姿で楽し

そう。ご家族、またご近所の方々も多数集まり、賑やかな夏祭りで

した。施設のホールでは、盆踊りやイベントがあり、ご利用者や来

場者の方々の案内と飲み物・お食事の販売や寄付の受付等のお手伝

いを行ないました。ナルク川崎からも10名がお手伝いに参加しまし

た。ご協力くださいましたみなさんはご苦労様でした。一緒に納涼

気分に浸ることが出来ました。 

第2回「ナルク川崎・八十路会と仲間たち」を開催しました。 

ウエルケア新吉田・納涼祭のお手伝い10名が参加しました。 

迎賓館赤坂離宮見学会のご案内 

 迎賓館赤坂離宮は、外国の元首や首相など国の賓客に対して、宿

泊その他の接遇を行うために設けられた迎賓施設です。明治以降の

建造物として初めて国宝に指定（平成21年）された貴重な建物です。 

見学場所：迎賓館赤坂離宮本館及び主庭 

見学日時：平成２９年９月２９日（金） 見学時間１２：００～１３：００ 

集合場所：迎賓館西門入口 

集合時間：１１時３０分（参加希望者は事務局又は運営委員に9/22までにお知らせください） 

参観料金：１，０００円  

 

育桜福祉会「小向このはな園」感謝祭支援（奉仕活動） 
 昨年同様 このはな園 から依頼がありました。入所者との行動が主で少々ハードな面もありますが、
支援できる方はコーディネータ―垣谷まで。11月18日（土）9:00～16:00 詳細は後日お知らせします。 
 小向このはな園（障害福祉サービス事業 生活介護事業所）  
 川崎市幸区仲野町3-1 （御幸公園前バス停 3分 川崎市総合科学高校となり） 

 



 ＜当面の行事予定＞ 

 ＊9月15日  （金）10時～ 「第2回活動者懇談会」かわさき市民活動センター会議室 

 ＊9月22日  （金）11時半～「カラオケ会」  武蔵小杉スナック・スバル 

 ＊9月29日  （金）11時半～「赤坂・迎賓館見学会」西門入口集合 

 ＊9月30日  （土）  9時～ 「2017年 全労済社会貢献活動」平塚ビーチパーク 

 ＊10月1日  （日）13時～   「みやうち」秋祭り支援 

 ＊10月7日  （土）10時～   「三役企画会議」かわさき市民活動センター 

 ＊10月14日（土）10時～   「運営委員会」かわさき市民活動センター 

 ＊10月17日（火   14時～   「第2回南関東エリア会議」三田福祉会館 

 

 「獺祭」。（だっさい）は日本酒の愛好家の私にとっては垂涎の銘酒です。山口

県岩国の旭酒造で醸造される有名な日本酒の銘柄です。獺祭の名は蔵元の地名が

「岩国市周東町獺越（おそごえ）」から「獺」の一字を用いたそうです。「カワ

ウソ」は漢字では「獺」と書きます。「カワウソ対馬で発見」「ニホンカワウソ

か 長崎・対馬で撮影 野生下で３８年ぶり」新聞報道の見出しです。テレビの

報道番組でも数局報道していました。ご覧になった方も多いでしょう。琉球大の

先生が撮影に成功したそうですが環境省も調査を始めたようです。「ホントウノ

カワウソノカワ」を何と読むのでしょうか。「本当の皮、嘘の皮」、「本当の獺

の皮」。どちらにも読めますね。昔、国語の時間に習った記憶を想いだしました。

私は未だカワウソを見たことがありません。「せせらぎ」が聞こえるような所に

行くと、カワウソはこの小川には居ないのかなと何時も想った記憶があります。

昔は日本の各地に生息していたようですが毛皮を海外に輸出するために乱獲され

て希少動物となり１９６５年には国の特別天然記念物に指定されています。環境

省は２０１２年にはニホンカワウソを絶滅種としましたが調査の結果が待たれま

す。今年の天候は異常続きで８月上旬は長雨で各地で水害の報道が続きます、４

０年ぶりとか言われています。やはり季節は区切り良く夏はスカッと暑さが求め

られます。「閑さや 岩にしみ入る 蝉の聲」松尾芭蕉の「おくのほそ道」の山

形県立石寺で詠んだ有名な句です。山寺の素晴らしい風景はひっそりと静まり返

っていて、ただもう心が澄みきって行く。こんな気持ちで酷暑を過ごしたいもの

です。     

事務局からのお知らせ 

  今年も「 ナルク川崎 活動者懇談会 」開催します。 

  日時：9月15日（金）10：00～12：00   

  場所：かわさき市民活動センター会議室Ｂ 

 日頃、施設・個人宅等で活動されている方の、活動上の困りごとなどをお話しいただき仲間で考える。そ

してご自身の今後に役立てて頂くことをねらいとします。活動予定日の方もあるでしょうが今から予定を

考慮の上、是非ご参加ください。 

 
 

＜寄稿記事＞ 「カワウソ」の想いで                                                     石川 大  
  

「ミモザ神木本町で、日本舞踊を披露」 
 8月26日（土）14時から約1時間、残暑の暑い日でしたが、上記のミ

モザ施設で、写真の様に、花柳樟風様（黒田前事務局長夫人）とお弟子

さん達が慰問で10曲の日本舞踊を披露し、大変喜ばれました。特に3歳

のしおりちゃんの踊りがかわゆくて大きな拍手でした。介護施設で過ご

しておられるご利用者さんは高齢であり、伝統の日本舞踊に感激されて

おりました。今回で9回目との事です。ご苦労様でした。 

 
女性の会からのお知らせ 
 9月の女性の会は、前回から 昔懐かしい「お手玉」を作っています。手先を使うことは脳にとても良い

ことが以前より言われています。かわいい端切れも沢山頂きましたので、お待ちします。 

「手作り鮎」も引続き一緒にやっています。 

日時：9月13日（水）、10月2日（月）、10月25日（水）いずれも10：00～13：00ごろまで  

場所：かわさき市民活動センターフリースペース  参加費：￥100 

その他にも これからしたいことあれば 細貝までご連絡ください。 

例えば 私これなら教えられる とか、涼しくなったので皆で行きたいけれどなど。 

 

 

 
 


